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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本のグローバル人材育成について、1)需要と供給、すなわち、実業界な
どの実践の場と大学教育とのギャップ、2)日本国内で考える人材と海外の視点とのギャップを調査し、研究成果
に基づいた示唆を大学へ提言することを目的とした研究である。 海外、特にイギリス、欧州、北米、およびア
ジアで働く日本人ビジネスパーソンや海外留学する日本人学生を中心に、インタビューおよびフォーカス・グル
ープを積み上げ、個人、組織、そして国レベルでの課題を明らかにし、数々の国際学会やジャーナルで結果を発
表した。  

研究成果の概要（英文）： For the past decade, fostering globally-minded leaders has become an 
urgentagenda in Japan at both corporate and academic levels. This study aimed at investigating the 
gaps between 1) supply and demand of globally-minded leaders in Japan, that is, what the business 
field needs and what academia tries to foster and 2) Japanese and overseas perspectives of 
globally-minded leaders, and presenting our suggestions for Japanese tertiary education based on our
 findings.  
  Our data were collected overseas, in the UK, Europe, the US, and Asia, in particular, through 
various interviews and focus groups with Japanese business people and university students working 
and studying overseas. Our analysis disclosed various challenges at the individual, organizational 
and national level, and our findings and analytical results were presented in many domestic and 
overseas journals and conferences. 
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１．研究開始当初の背景 
国際競争力がますます必要となっている昨
今、グローバル人材の育成は、実業界、教育
界で緊急の課題である。大学においてもグロ
ーバル人材の育成が大きな目標となってい
るものの、グローバル人材に必要な能力や具
体的な資質に関しては、ビジネスパーソンの
経験談を中心とした刊行物が多く、学術的な
研究は、まだ極めて初期段階と言える。そう
した中、最も必要とされる研究は、1)需要と
供給、すなわち実業界などの実践の場と大学
教育とのギャップを埋める研究、2)日本国内
で考えるグローバル人材と海外の視点との
ギャップを埋める研究であると、研究代表者
は考えていた。そのため、海外で働く日本人、
外国人にインタビューやアンケート調査を
行い、彼らが考えるグローバル人材像を明確
にし、国内で調査された先行研究と比較して、
今後日本の大学が必要とするグローバル人
材育成の課題とモデルの提示を行う研究に
取り組むことを考えていた。 
 
２．研究の目的 
2012 年に発表された、文科省の「グローバ
ル人材育成推進会議審議まとめ」では、グロ
ーバル人材の主要な概念として、①語学力・
コミュニケーション能力、②主体性、チャレ
ンジ精神、協調性、責任感などの基本的な能
力、③異文化に対する理解と日本人としての
アイデンティティーの３要素に加え、④教養
と専門性、課題発見・解決能力、リーダーシ
ップ、倫理観など、ビジネスを始めとするプ
ロフェッショナルな場で必要となる能力が
あげられている。 
 これらは、以下のように有機的に関連しあ
っていると、研究代表者は考えた。 
上記①と③は、外国語（特に英語）コミュ

ニケーションおよび異文化理解という点で
強い結びつきがあり、日本と海外とのギャッ
プを埋め、連携すべき軸である。一方の②と
④は、②が言わば社会人基礎力、④がその上
に構築されるプロフェッショナルな能力と
考えられ、大学と実践とのギャップを埋め、
連携していく軸である。（さらに①と②、③
と④は「コミュニケーション能力」、①と④、
②と③も「異文化間コミュニケーション能
力」というキーワードで、連結することが可
能である。）これらを有機的に発展させ、グ
ローバル力を高めるために、研究目的を以下
の３点に絞った。 

 
（１）最初の軸、異文化理解と語学力、コミ
ュニケーションに関する点は、Byrum (1997)
の異文化間コミュニケーション能力（ICC）
に関わる概念である。日本では、語学力とグ
ローバル能力を同一視しがちな傾向がうか
がわれるため、ヨーロッパのように言語環境
が複雑で、高度な異文化能力が必要とされる
地域と比較し、海外から見た日本のグローバ
ル人材や成熟度を調査する。 

（２）もう一方の軸、社会人基礎力と、その
上に構築されるプロフェショナルな能力(大
学と実業界)の連結については、これまでの日
本国内向けの社会人基礎力育成手法と評価
方法を、アジアの経済・人材交流のハブであ
るシンガポールと比較し、具体的なグローバ
ル人材育成手法を創出する。 
 
（３）これら2つの軸を連携させ、総合的に
グローバル人材を育成させる方法として、グ
ローバルからグローカルへと連携させる具
体的な方法、プロジェクトを提案する。 
 
 このように、異文化能力とビジネス能力の
両軸からグローバル能力を捉え、さらに、海
外から日本人のグローバル能力を評価すると
いう新しい視点を取り入れることにより、日
本の国際化戦略の一環となる、大学でのグロ
ーバル人材教育の課題とモデル提示を行うこ
とを研究目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）上記、目的（１）については、研究代
表者、藤尾が、2015 年度海外特別研究にて
イギリスに滞在したため、この機会を利用し
て、イギリス・欧州を中心に、日本人および
現地のビジネス・パーソン、教育関係者、留
学中の日本人学生にインタビューやフォー
カス・グループを通じてデータ収集を続け、
質的調査による深い洞察を通じて、海外で活
躍をするビジネスパーソンや留学中の学生
が抱える、個人、組織、国レベルでの課題を
明確にした。分析方法には、主として、木下
(2008)の修正版グラウンデッド・セオリー・
アプローチを用いた。 
 
（２）上記（２）については、分担者の小林
が、基盤研究(c)「産学連携を通じたアクテ
ィブラーニングによる社会人基礎力育成カ
リキュラムとその成果評価法」の代表者とし
て、産学連携に取り組んでいた。こうした先
行研究を生かし、これまでの日本国内向けの
社会人基礎力育成手法と評価方法を応用さ
せて、特に、アジアの経済・人材交流のハブ
となるシンガポールにおいて事例研究を行
い、担当する業務分野においての専門的スキ
ルのレベル調査と多国籍な取引先や同僚と
円滑なビジネス交渉を行うための異文化間
コミュニケーション能力に関する定量的調
査を行った。 
 
（３）上記２つの軸をいかに連携させ、総合
的にグローバル人材を育成させるかについ
ては、上記、藤尾、小林による連携に加え、
もう１名の分担者、村田が、大学間連携協働
教育推進事業において、グローカル人材の育
成のプログラム開発に取り組んでおり
（http://glocal.kyoto-su.ac.jp/）、地場
産業や伝統産業という地域に軸をおいた企
業が、自社の製品を海外向けにデザインした



り、製品の使い方を変える等、「日本ブラン
ド」をどのようにグローバル化していくか、
また、このような海外展開にどのような人材
（能力）が求められるのかについて調査した。
実際の授業の中で、学生が製品開発のアイデ
アを出し、企業にプレゼンするというプログ
ラムが開発され、その結果が発表された。  
 
４．研究成果 
上記（１）から（３）に関する研究成果は、
各々以下の通りである。 
 
（１）日本人ビジネス・パーソンや留学生が
抱える課題は、代表者藤尾によって、個人、
組織、国レベルでの課題として整理され、国
際学会やジャーナルで数多く発表された。主
要な知見としては、日本企業が海外に現地法
人を出す際、日本的価値観をいかに伝えるか
がコミュニケーション上の一番の課題とな
ること、また、現地法人で成果を出しても、
ローカルな人材として終わることが多く、日
本本社は、地域を超えたグローバルな人材活
用を考えるべきであることが、現地のスタッ
フによって指摘されていた。また、欧州の合
弁事業で働く日本人からは、英語に加えて、
現地語が会議中に飛び交うことも多く、現地
語のある程度の習得も必要になること、また、
ビジネス上の意思決定や進め方の違いを日
本本社が十分に理解してくれないことも、負
担になることが述べられた。要約すると、個
人レベルでは、英語コミュニケーション能力
を向上させること、組織レベルでは、ビジネ
スの進め方の違い（意思決定のスピードな
ど）が誤解を生み出す一因となっていること、
国レベルでは、経済の停滞に伴い、近年日本
の存在感が薄れて来ており、それが各企業に
も影響していることが明らかになった。 
 一方、留学生への調査では、グループ・デ
ィスカッションにおいて、英語母語話者や他
の留学生に圧倒されて、発言できないことが
共通の、そして最大の課題となっており、英
語力に加え、自ら発言することの難しさ、自
らの意見を持っていない難しさが露呈され
た。言い換えれば、日本の講義中心の受け身
の大学教育に慣れた日本人学生は、自発的に
物を考えないことが、海外留学での大きな壁
となっていることが浮き彫りになった。その
ため、個人の英語コミュニケーション能力に
加え、組織（大学）や国レベルでは、学生の
発言を促すような主体的な教育へとシフト
していく必要性が、緊急の課題として再確認
された。 
 
（２）シンガポールにおける調査の結果、

小学校から言語（母語、英語）と理数科目を
中心とした厳しい学習とテストにより、知性
を鍛えられ、その結果に即した職業について
いることがわかった。また、彼らが異文化コ
ミュニケーションを成立させている要素を
探ったところ、他人が発信する様々な情報を、

発見する能力、それに対して能動的に対処し
ようとする気持ちと適切な動作やふるまい
を行える能力が非常に高いことがわかった。
そして、その理由の一つが、厳格なトラッキ
ング制度とその結果に基づく公平な職業マ
ッチングにより支えられた職業観や人間観
などが、異文化理解能力を高めているという
ことも明らかになった。  
つまり、高い知性と異文化コミュニケーシ

ョン能力の醸成により、シンガポールのこれ
までの急激な経済発展やグローバル化が支
えられてきたのであり、今後はそれらの事例
を、日本でどのように応用するべきかの研究
と提案を実施していくことにしたい。  
 
（３）京都府内の企業や経済団体との連携の
もと、グローカル人材育成のための教育プロ
グラム（アクティブラーニングを重視した
PBL）の開発と実施、その結果についての分
析を行った。加えて、日本企業の職場談話（と
りわけビジネスミーティング）の収録を行い、
実際の職場談話にみられるディスコースス
トラテジーについての分析も行った。実証研
究を通して、グローバル人材育成にのみなら
ず、グローカル人材の育成も日本社会におけ
る喫緊の課題であることが明確になった。 
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